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IUs 　dlmcult 　fbr　the　 erivironmental 　 experIments 　in　 a 　high　R
λ

windtunnel 　 to　 attain 　ideal　 uniform 塵ty　 and 　 good
tw 〔ト dimensionaHty 　of 　turbu 【ence 　quantity　distribution　because　of 　the　streamwise 　growth　of 　thick　turbulent　boundary
layers　omts 　walIs ．　A 　newly 　designed　boundary　Iayer　controller （BLC ）is　installed　on 　the　walls 　to　remove 　undesired

effects　of 　the　boundary　layer　development．　When 　the　BLC 　is　driven．　homogenous　and 　shear 　flow　fietds　are 　generated

跏 dthe　disthbutions　of　their蝕 rbulence 　quantiti。s　are　markedly 　improved　in　the　test　section ．　Then ，　we 　realized 　un 面 m

Iarge・scaleturbulence 　fields　with　Rx＞ 300　and 　Reynotds　stress　is　a］most 　constant 　nearer 　to　the　wail 　comparing 　With　the
oase 蝋 hout　BLC ．　When 　the 眦 bulent　shear 　flow　field　is　generated，　not 　only 　 mcan 　ve 重  ity　gradient　but　also 　tho

unifonnity 　and 　the　two・dimensionality　of 加 rbulence 　quantihes　are　apparently 　improved ，　though ，　the　lateπal 　lntegral

scale 　isnol　recove 「ed 　noar 　tho 　wall ．

1．緒言

　近年，車や工 場か ら排出され る煙 な ど，有害物質の 拡散に よ る

人体へ の 影響は 益々 大き くな っ て お り，その 対策 に は，大規模乱

流場の 構造の 解明が急務で ある．本研究室で は，大規模せ ん 断乱

流場を形成す る ため，せ ん 断乱流発生装置
1）
を開発 した．風 洞 実

験 は，仮想的 に 無 限空間 で 行われ る こ とが要 求 され て い る．高

Ri の せ ん断甜 充場 を形成 す る場 合， 側壁 面に厚 い境界層が発達す

る と共 に， 壁面近傍で舌L流渦運動が抑制される．測定胴 内の 甜荒

諸 量の 一様 性・二 次元性 が崩れ る ため，環境実験を行 う場合に は，
計 潰1挟橡 とな る乱流場の 形成 可能な領域が小 さくなる．本研 究で

は，側 壁面 に有孔壁を用い た吹 き出 し
・
吸い 込み に よる壁 面速度

制御装置BCitinclaiy　Layer　Contioller（BLC ）を試作 して風洞 内に 良質

なせ ん断乱流場の 形成を試みる とともに，本装置の 陛能評価を行

うこ とで ある．

2 ．実験装置 ・実験 条件

　実験には， 損1」定胴長さ 6m
， 断 面0．7xO ．7m ユ

を有す る大気乱流風

洞 を用 い た．せん断乱流発生装置は 測定胴 最上流に設 置 して い る．
BLC は測定胴入 り口 か ら下流方向に 2m の 区間，片側の側面の み

に設置 した．BLC （Fig、　Dは，仕切り板に よ っ て 鉛直方向に 20段 に

分割 され た流路に プ ロ ワを千鳥 状に 配置 した，本装置は プ ロ ワ か

ら主流 と平行 に気流の 吹 き出 しを行 うと同時に，測定胴 内の 流量

を
一
定に保つ ため，プ ロ ワ背面に設置され て い る有孔壁を通 して

気流の 吸い込 み を行う仕組み となっ て い る．各流路を設 け た の は，
固定壁 面が存在す るために起 こ る垂 直変動成分減少の 改善を 目的

として い る．乱流場 の
一
様 性・二 次 元腔を改善するため，各段 の

プロ ワ か らの 吹き出 し流 速は 中心断 面にお ける平均流速 分 布に基

づ き，PWM （fl］1se　Width　M （Xlulation）制御 を用い て調節 が可能 で あ

る．座標原点は，流れ方向X （U ），鉛 直方向Y （V ）を乱流格子 面中

心 と し，水平方向Z（W ）を仮想壁 面で あ るBLC の 仕切 り板高 さとし

た．実験条件は，XJM −（n での測定胴 断面中，L（M ；格子 メ ッ シ ュ

サ イ ズー35mm ）に お け る 平均主 流流速Uc−5 （  〆sと して，（1）
一一
様 乱

流場，（2）
一
様せ ん 断乱流場の 2 種類の 乱流場を形成した．BLC の

性能評価をするため，壁面制御を行わない場合（滑面）と，BI．C駆

動の 場合の 計測を行

っ た．X 型熱線流速

計を用 い て，速度変

動 2 成分u．w を計測

した，有孔壁 と して，
有孔 板と網を 用 い て

その 結果を比 較した．

3 ．実験結果 ・考察

Fig．2 に
一
様乱流

中に おけ る平均流速

U の 水平方向分布を示

す．壁面 を滑面 とした

時に は，壁面に 向か っ

て U が減少 して い るの

に対 して，BLC の 駆動

時には，壁面の 境界層

が 除去 され た た め，U
の 一

様性 は 仮想壁面近

傍 まで 保たれて い る．
Fig．3 に

一
様せ ん 断 乱

流中にお けるU の 鉛直

方向分布を示 す．滑面

の 場合には，壁面 近傍

におけ る流速分布が断

面中心の 分布 と異な っ

て い るの に 対 して ，
BLC 駟動時 には，　U の

一
様 性 ・二 次元 性は 著

しく改善されて お り，
BLC の 駆動 に よ る壁

面速 度制御 の 有効 生が

示 され た．
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